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1 ．は じめ に

　加速器質量分析計（AMS ）を用いた年代測定は、数 mg の微量な試料を対象と した年代測定を可能にした。

　近年 、土器 の 外側付着煤類ある い は内側残留物を対象とした年代測定が 盛んに行なわ れ、土 器使用時 の実

年代の検討が行われ て い る。これまで の土器を伴 う遺構の 炭化物を対象とした年代測定と比較し て よ り高い

精度 の検討を可能にして い る。

　しか しなが ら、数 mg とい っ た微量な試料を対象 として い るため 、 対象と した試料以外の 炭素か らの汚染

を避ける こ とが出来ない こ とがあり、こ うした場合には適正な年代値の 評価がで きない 可能性 もある。

　土器付着物を対象とした場合、煤や 食べ 物残渣以外の炭素として周辺土壌、土器胎土材料、土器補修に使

用 さ れ た ア ス フ ァ ル トな どの混入によっ て年代値は異なる ことが予想される。

　一
般的に、土器胎土 は粘土 と主 に砂粒物か らなる混和材とか ら構成 されるが、材料粘土 はそ の粘土 中の 珪

藻化石や骨針化石とい っ た微化石類の検討か ら、比較的良質の 水成粘±が利用された ことが分かっ て きた （車

崎ほか 、1996 ；藤根 、 1998）。 こ の うち沼沢湿地な どで堆積した粘土は、植物起源の有機物 を相当量含む場

合が多 く、 粘土中の炭素含有量は高い こ とが予想され る。なお、土器断面にお い て 黒斑 とは別に中黒の サ ン

ドイ ッ チ構造 （以下、中黒層と呼ぶ ：図 4）を もつ 土器が あるが、こ れ ら は材料粘土 とした有機質粘土 の特

徴を残して い ることが考えられる 。

　こ うした材料 とした粘土起源の 炭素は、土器付着物を対象と した際 の 年代測 定に お い て 無視 で きない もの

と考え る。

　こ こ では、平成 11 年度に群馬県伊勢崎市波志江町地内の 波志江 中宿遺跡粘土採掘坑か ら出土 し た S 字状

口縁台付甕 （以下 S 字甕と呼ぶ ；図 3 ）の胎土お よび付着煤類を対象として AMS 年代測定を行い 、年代が

示す意味やそれに係わる問題点など基礎的な検討を行 っ た。

2 ．試料

　群馬県伊勢崎市 の 波志江中宿遺跡では、古墳時代前期の 東海系の 型式をもつ S 字状口縁台杯甕を伴 っ た粘

土採掘坑が調査 区内におい て 66 基検出された （熊谷、2000 ；図 2 ）。これ ら粘土採掘坑は、平面形状が長

方形で 2mx1．5m 程度、深さが 2m 〜2．5m の 袋状の 土坑群で あ る 。粘土採掘坑 の 地質断面の 調査で は、　AT

火山灰 （姶良 Tn 火山灰）下 の黒色〜茶褐色の有機質粘土が採掘 の 対象で あり、テ フ ラ層序か ら約 2 万 4 千

年〜4 万年前に堆積 した粘土層を対象として 採掘して い たこ とが判明 し た （図 1）。こ れ ら粘土採掘坑内か

らは、S 字甕 と共に採掘に使用 した鍬、鋤、鉄斧の柄、梯子、つ き棒等の木製 の 道具類 60 点が検出された。

なお、S 字甕は、粘土採掘坑 2 基 に 1 個の割合 で ほぼ完形として 出土 した （図 2 ）。
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一

方、粘土採掘坑内 の 対象粘土層と S字甕胎土 の 比較か ら、ほぼ同一の珪藻化石群集が得 られた こと、砂

粒物が上位に堆積 した浅間起源などの テ フラを多量に含むこ とか ら、これ ら粘土採掘坑が S字甕の材料を採

取するために掘られた 、 いわゆる
“
土器材料採掘坑群

”
で ある こ とが 自然科学分析か ら判明 した。

　測定試料は、これ ら S字甕胎土 中黒層 （図 4）、外側に付着した煤類 、 土坑内 AT 火山灰直下の 黒色有機

質粘土 で ある 。

3 ．方法

　試料は、S 字甕胎土試料が、断面にお い て黒色中黒層が明瞭 に残存 した S字甕 （NaA 〜 C ）で 、中黒層部

分を岩石カ ッ ター
で採取した。これとは別に外側表面に煤類が厚 く付着する S 字甕を選び出し、必要量を採

取 した （No．D 〜 G ）。さ らに、採掘の対象 の
一

部で土器材料 と推定される AT 火山灰直下 の 黒色有機質粘土

層である。

　こ れら試料 は、酸 ・ア ルカ リ ・酸処理 を行 い洗浄 した。そ の後、酸化銅ワ イヤーと銀 ワイヤーと一緒に バ

イコール管に封入 して電気炉で 2 時間焼成し た。真空ライン を用い て SO2および H20 を分離して CO2 を精

製した。鉄の 触媒と水素を用い て 650eC 、8 時間で 反応させて グラフ ァ イ トを生成 した。グラ フ ァ イ トは、

鉄粉と混合 して ア ル ミ製ターゲ ッ トホルダーに圧縮 ・充填し、加速器質量分析計で測定 した （Kitagawaほ

か、1993 ）。なお、精製した CO2 の うち約 1ml を分けて δ
13C

を求めるた めに同位体比を質量分析計で測定

した 。

一
部の δ

13C
は AMS で 測定 した。

4 。結果

　波志江中宿遺跡粘土採掘坑の 有機質粘土 （試料 HN ・4 ：図 1）は、23，894 ± 114　yr　BP で あっ た （850
°

C の 場合）。なお、回収 した炭素量は、2．39％ で あ っ た （表 1）。

　
一

方、S 字甕胎土 の 中黒層は、試料 A が 12
，
194± 63　yr　BP 、試料B が 18

，
850± 100　yr　BP 、試料 C が 9，470

± 50　yr　BP であ っ た。なお、回収 した炭素量 は、0，26〜0．3％ で あ っ た （表 1）。

　 S 字甕の 外側に付着す る煤類は、CALIB　4．3 （Stuiver　and 　Reimer
，
1993 の CALIB 　3．0 の 改訂版）を用

い た較正暦年代におい て、試料 D が cal　AD 　130−360年（97．6％）、試料E が cal 　AD 　240−345 年（94．0％）、試料

Fが cal　AD 　130・360 年（97，7％）、試料 G が cal 　AD 　240・430 年（100％）で あっ た （表 2 ）。 なお、回収 した炭

素量は、 59．5〜63，2％ と非常に高い 。

　S 字甕の 内側に付着する炭質物は、付着する量が少な く cal 　BC 　600−405 年（58．1％）と古い 年代値であ っ た。

　なお、回収 した炭素量（％）は、試料の乾燥重量に対する CO2 ガス の圧 力か ら計算した炭素量で ある。

5 ．考察

　こ こ では、波志江中宿遺跡に関連する試料として 、S 字甕胎± の 中黒層、　 S 字甕に付着する煤類、　 AT 火

山灰直下の粘土層、の 3 種類に つ い て AMS 年代測定を行っ た。以下 で は、これ らの 年代値の 評価やそ の 問

題点につ い て まとめ る 。

［AT 火 山灰 直下 の 粘土 層 の 年代］

　粘土採掘坑における材料の対象とした粘土層は、54 号土坑の断面観察か ら HN ・4 か ら HN ・9 上部にか け

て と推定されて い る （図 1）。これ ら粘土層の 堆積年代は、姶 良 Tn 火 山灰 （AT ）の 24・25Ka か ら榛名八
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崎テ フ ラ （Hr・HP ）の 40 −42Ka で ある （町田 ・新井、1992 ）。これ らの粘土層 HN −4〜HN −7 は、砂 粒物 が

少ない粘性の ある粘土であり、HN −8 とHN −9は軽石を含む。

　なお、AT 火 山灰直 下 の 粘土層の 年代値は、23，894± 114　yrBP で あっ たが 、この年代値 は、従来の 年代

値と調和する 年代値で ある 。

［S 字甕胎土 中黒層 の 年代］

　 S字甕胎土 中の 中黒層 の年代値は、9，470± 50yrBP〜18，850 ± 100ryBP で あ っ た。

　 これ らS 字甕胎土の薄片による偏光顕微鏡観察で は、粘土部分におい て沼沢湿地にお い て 堆積 した こ とを

示 す珪藻化石群集が特徴的に多 く含まれて いた こ とか ら、AT 火山灰直下粘土層 （HN ・4）か ら八 崎テ フ ラ

を含む粘土層 （HN −9）が利用された こ とが推定 された。また、いわゆ る混和財 と してテ フ ラ起源の ガラス

や軽石ある い はガラ ス が付着 した輝石類や角閃石類が特徴的に多 く含まれて い た こ とか ら、上位層に堆積す

る浅間起源 の テ フ ラ （17−21Ka ；粘土化が著 しい ）などを混入 して い た可能性が高い。こうした材料を使用

した人 工物で あ る ため、中黒層の 予想される年代値は、17Ka か ら 42Ka の 問 の しか も混合年代値 （異な る

年代を示す複合材料の 年代 と言 う意味）を示すもの と予想 した 。 しか しなが ら、使用 した材料か ら予想 した

混合年代値よ りも新しい年代値ではあ っ た。

　土器は、時として
“
黒斑

”
と呼ばれる主に土器焼成時に形成 される斑状の 煤痕が見 られるが、こ れ ら黒斑

は土器断面を貫通する場合 もある。測定 した試料は、こ の黒斑が 明 らか に見 られな い 部分を選定したこ とか

ら、まっ たく影響しなか っ たとは断言で きな い が、炭素は量的に少な く寄与率 は低い もの と考え る。

　一
方、 S 字甕胎土 の顕微鏡観察で は 、 植物珪酸体化石 （プ ラント・オハ

e一
ルとも呼ばれ る）が多量に含 まれてお

り灰質物や 当時の 植物繊維iな どを混入 した こと、煮炊きの 際の 食物脂質などが浸透する な どの こ とが考え ら

れ、新しい混合年代が測定された可能性が ある。

　なお、測定された年代値は、使用した材料か ら予想した混合年代値よ りも新しい年代値で はあるが、古い

粘土層を使用した こ とは間違い な く、これ ら S 字甕が こ れ ら粘土採掘坑で採取された粘土材料な どによ り

作られた±師器である有力な根拠の
一

つ と考える。

［S 字甕外側付着煤類 の 年代］

　外側付着煤類 の年代値は、校正暦年代におい て いずれ の試料にお い て も予想された年代値に近い値が得 ら

れた 。 ただ し、特 に試料D や試料 F にお い ては年代幅の大きい年代値で あ り、そ の他 の 試料も含めて考古に

お い て期待された年代幅を超えて い る 。 こ れは、測定誤差が 45 年前後 と大きく、 外側に付着す る煤が、煮

焚きの 際に複数年を持 つ 木材燃料が使用されたこ とな どが原因と考え られる。

6 ．ま とめ

　こ こで は、S字甕胎土中の 中黒層および S 字甕に付着する煤類な どにつ い て AMS 年代測定を行 っ た。

　そ の 結果、S 字甕胎土中の 中黒層は、期待した混合年代値よ りも新 しい年代値で はあ っ たが 、材料 として

利用 した古い粘土層を反映 した年代値で あ っ た。こ の ことは、これら S 字甕がこれ ら粘土採掘坑の粘土層を

材料として 作 られた土師器である有力な根拠の
一

つ とな っ た。また、土器断面に残された 中黒層 （黒色 の サ

ン ドイ ッ チ構造）は、主に材料粘土に起因した炭素残留部で ある こ とも確認 で きた。なお、期待 した年代値

よ りも新 し い 年代値が測定された原因につ いは、土器胎土 の 観察や前処理 における CO2 回収 の焼成温度の
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設定を変えるなどの検討が必要 と考え る。

　ま た 、外側に付着 した煤類の年代値は回収 した炭素量が高い もの の、考古にお い て期待され た年代幅よ り

大きく、土器が煮焚きに使用され た際に複数年を持 つ 木材燃料が使用された こ となどが原因と考 え ら れ る 。

なお、内側に付着 した炭質物は付着量が少な く、土師器胎土 の
一部を測定対象としたため期待された年代値

よ り古い年代であっ た 。
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図 L 波志江 中宿遣跡の 粘 土採 掘坑M54 の 地 質断面

　　　Figl．Geological　sec 七ion　of 　the　No．54　pit　in　Hashienakajuku　site ．

一212一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Nagoya University

NII-Electronic Library Service

Nagoya 　UnlverSlty

図 2 ．波志江 中宿遺跡の 粘 土採掘坑 （A ）、土 坑M54 断 面 （B ）、土坑 内 S 字甕 （C ）

　　 Fig．2．　Clay　pibs （A），cross −
section 　of 　No．54　pit （B），S−type 　Haji　ware 　in　pit （C）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（B，
C；after 　Kumagai ，

2000 ）
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表 1．採掘坑内 AT 火 山灰直下粘土層および S字状 口縁台付甕 の 中黒層 の AMS 年代測定結果

　　　TABLE 　1．AMS 　Dat加g　of 　Organic　Clay　under 　AT 　Volcanic　Ash　layer　and 　Middle　Palt　ofthe 　S−type　Haj　ware

LabNa Material VesseL愾
　　 B呱 山ngtemperat

丗 e ぐC＞　　　　　　　　　國

　 Carbonex

しracted 

δ
1コC

  　　　　　
E℃ 岬

（愉） （B 日

E刈pected

　 age

NUTA2−3945Org 箇 c　day（HN一の （pitNo54） 850 2，39 一24．8工± 0．OO423 、894 ± ll4 24，000−25，000BP

NUTA2−3946Org 翻 c　c抱y （HN−4）　　　　（P此Nユ54） 400 0、29 一24．05± O．00223
，1了1± 且09 24、（鴎← 25．000BP

NUTA2 −3948Qr 脚 c　day（HN一  （P正tN面4） 450 0、37 一2弓，11± 0．OO423 ，437± 108 24，000−25，000BP

NUTA2 −3949Earthen
　vessel

（Md 丗ep 飢 。fA）
pitNα39噌2 850 D．26 一26．09± 0，00312 ，194± 63 24，000−40，σDOBP

　　　　　　　．

PLD −1657
Earthen、唱 ssel

（M ［d田 ep 膩 ofB ）
p正t輪．10−23 850 o、30

一32．0硅± 0．95
　　（AMS ）

18，850± 100 24，000−40，0DOBP

PLD一正659
E飢 hen　vessel

（Md 岨ep 缸 ofC ）
p虻輪．ユ2−25 85D o．30

一27．17士O．74
　　（AMS ）

9，470‡ 50 24，000−40，DOD　BP

表2．S字状口 縁台付甕の付着煤類の AMS 年代狽il定結果

　　　TABLE 　2．　AMS 　Dating　Qftbe 　S−type　Haj　ware （Soot　and 　fc）od　remains ？）

B…血 9 Carbon δ
【3C

田 B
L
℃ age Ca五brated Expected

L創b晦 Mated副 Vessel　ND．
tempe 照 t肛 e ぐClex 町 aCted （％） （黜） 唾 BP） age age

C 副 AD 　245
Soct

Cd 佃 215−340（94．5鴨）
NUTA2−395σ （肋 皿 thes 曲 ce

ore 飢 hen　vos 副 D＞

p江No．12一上0 850 63．20 一26．41士 0．σσ4L775 ±46C
詛 佃 　13卜 36D（97．6覧）

AD　300−400

Cd 佃 260，2B5β00β20
  t 1

… C田 AD 　240ト345 （94．腸 ）
NUTA2 −3951 〔巨umthe 　su 曲 ce

ofe 餓 hen　vessd 　E）
pitNb21

−22 850 65．00　 　 1
　　 　 　　 　　 　 し

　　　　　　　　…

一26．29± 0．003i ，751 ± 46C
創曲 21卜必5 （93、3％）

AD　300−400

Cal　AD　245
Soot

C国 AD 　215−335 （94．5萄
NUTA2−3952 伽 mthe 　sur 飴  pitNa4玉

一53 呂50 61．70 一26．00±0，0071 ，776」：45 AD 　30D−400
ore 町 then　vessel 　F）

C記 曲 　13← 360 （97．7知

C 創 AD 　355 β70，380

Soot C副 岨 26卜 280 （18、6％）
Nしπ A2−3953 （加 mthes 曲 cepitND56 ・57・59略 850 59．5D 一26．14±0．0041 ，695±45 325−410 （81．4％） AD 　300−400

ofea 式 hen　vesseL 　G） C烈細 　2聾 430 （1鵬 ）

C 詛 BC　535，530，520
CalBC 　755−690 （33、5％〉

艮）odrem 血 s ？ 545−48G（29．鮒一37，91± 1．09．
肌 ［ト 1658 価）mthe   erp飢 pitND．12−25 850 0．97

（AMS ）
2，450土 40 47研415（28，3嚇 AD 　300−4DO

Qfe 舐 艶 n　vesse 且C ） Cal　BC　76Cト 680 （27．2％〉
675−61G （14，8萄
鵬 405 （58，1勤
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Abstract,

 We  dated a  kind of  pottery  called  S-type Haji  ware  (S-jljou-kouen-daituld-kame), footed pot with  S-

shaped  seetion  on  the rim.  We  try to determine the  origin  of  clay  by dating of  middle  part  of  S-type Haji

ware.

 The  Haji ware  is low fired brown  pottery made  in Kofun  period (A.D.300-A.D.700) and  this type of

footed pot was  a  typical item of  the Tokai district (centra! Japan). We  dated the S-type Haji ware  (Fig.2),
Which was  excavated  from the clay  pit in Hashienakajuku  site  (Hashie, Isesaki, Gunma  Prefeeture),

About 66 clay  pits was  investigated in this area,  size  of these elay  pits are  about  2xl.5m  and  depth are

about  2-2.5m, pits seetion  presents  a  Ushaped  and  a bag-shaped. From  the section  observation  of  the

pits it seems  that the clay  for the  pottery was  collected  from the black and  dark-brown organic  clay  Iayer

under  AiraTn  volcanic  ash  layer (A[r) to Haruna-Hatsusaki  tephra layer(Hr-HP).

  Many  S-type Haji ware  was  collected  fi;om clay  pits and  the characteristics  of  the pottery material

identified with characteristics  of  the clay  from these pits. So it was  estimated  that  elay  from these  clay

pits was  used  for production of  the S-type Haji ware.  Archaeological expected  date of  these S-type Haji

ware  are  AD.300  - AD.400.

 The  clay  dating results  agree  with expected  date but black middle  part  
'of

 S-type Haji ware  gives a

younger date, showing  that old  carbon  from clay  included younger earbon  from temper.

 The  attached  soot dating results  (of the S-type Haji ware  no.D,no.E,neF,no.G)  agree  with

ar ¢haeological expected  date. But  black inner part of  S-type Haji ware  (no.C) gives an  older  date,

showing  that  younger  earbon  was  contaminated  with older  carbon  from S-type Haji ware.

 This study  shows  that these S-type Haji ware  made  from  old  clay  and  tephra materials  Cfrom these

pit), may  be included the organic  temper.
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